
令和7年度 企画展「愛媛の外来生物」関連イベント・特別講演会

えひめで問題となっている外来生物
～その脅威と付き合い方～

●場 所 久万高原駅やまなみ2階ギャラリー
  （愛媛県久万高原町久万202－3）

参加には申し込みが必要です。
※お問合わせ・お申込みは面河山岳博物館（電話：0892-58-2130  FAX：0892-58-2136）

※右のフォームからも申込できます。

参加者氏名

住所

電話番号

以下に必要事項をご記入の上、博物館までＦＡＸください。いただいた個人情報は適正に管理し、延期・中止
など本事業に関するご連絡にのみ使用させていただきます｡また、第三者に開示･提供することはありません。参加申込票

●日時 令和7年5月30日 (金)
19:00～20:30

●定 員 50人 ●参 加 費 100円

【講師：村上 裕さん】
愛媛県生物多様性センター主任研究員。
農学博士。愛媛県病害虫防除所勤務等を
経て、平成17年度より愛媛県立衛生環境

研究所生物多様性センターに勤務。専門
分野は農業生態学・保全生態学。主に農
林振興と生物の保全の両立をテーマに研

究活動を行う。久万高原町にはトノサマ
ガエルの調査で頻繁に訪れている。

「外来生物」とは、人間によって元々生息していた場所から別の場所に持ち込まれた生物のことです。
分布を拡げ、個体数が増えることで、地域固有の生物多様性や農林水産業に悪影響を与えたり、毒などに
よって人に危害を加えるといった直接的被害もあります。
すべての外来生物が悪者というわけではなく、生態系に目立った影響を与えることもない種もいます。

一方、農業への被害や在来生態系の破壊などが問題となるアライグマやナガエノツルノゲイトウ、人へ危
害を加える可能性のある有毒なセアカゴケグモやアカカミアリなどは「特定外来生物」に指定され、早期
の発見や駆除対応によって分布の拡大を止めなければ大変なことになります。愛媛県ではそんな特定外来
生物が20種類以上確認されています。
今回の講座では愛媛県における外来生物対策の最前線で戦っている研究者をお招きし、特に「観光」と
「農業」の視点から、その脅威と見つけた時の対処方法などを解説してもらいます。まずは現状を知るこ
とから、あなたでもできる外来生物対策、始めてみませんか？

セアカゴケグモ
（車の出入りの多い場所に出るかも）

アライグマ
（松山市や東温市、西条市では確認済み）

ナガエノツルノゲイトウ
（土に紛れて入ってくるかも）
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